
新潟医療福祉大学同窓会会則 

 

第１章 総則 

（名称および所在地）  

第１条 本会は、新潟医療福祉大学同窓会と称し、事務局を新潟市北区島見町 1398番地、新潟医療福祉

大学内に置く。  

  ２ 本会は支部を置くことができる。 

（目 的） 

第２条 本会は、会員相互の連携・親睦および相互の研修・向上を図り、あわせて新潟医療福祉大学の

発展に寄与することを目的とする。  

（事 業） 

第３条 本会は前条の目的を達成するため、次の事業をおこなう。 

（１）会員の親和交流に関する事業 

（２）会員名簿および機関紙の発行に関する事業 

（３）母校の発展および教育催事への協力援助に関する事業 

 

第２章 会員 

（会 員） 

第４条 本会は、次に掲げる会員をもって組織する。 

（１）正会員  新潟医療福祉大学を卒業した者および新潟医療福祉大学大学院を修了した者 

（２）準会員  新潟医療福祉大学および新潟医療福祉大学大学院に在学する者、ただし本学の卒業生、

修了生は正会員とする 

（３）特別会員 新潟医療福祉大学の教職員および教職員であった者で、本会の目的に賛同する者 

（４）客員会員 新潟医療福祉大学で研修等を修了した者を客員会員とすることができる 

（会 費） 

第５条 正会員は会費を納入しなければならない。 

 ２ 正会員の会費は終身会費２０，０００円とする。 

  ３ 準会員の会費納入は不要とする。 

  ４ 特別会員の会費は年会費２，０００円または終身会費２０，０００円とし、納入は任意とする。  

  ５ 客員会員の会費納入は不要とする。 

 ６ 一旦納入された会費の返還はおこなわない。 

（住所変更の届出） 

第６条 会員は氏名、住所、職業等を変更した時は速やかにその旨を届け出るものとする。 

（会員資格の喪失） 

第７条 会員は次の理由によって会員資格を喪失する。 

（１）退会したとき 

 （２）死亡したとき 

 （３）除名されたとき 



（退 会） 

第８条 会員は同窓会長の承諾を得て退会することができる。 

（除 名） 

第９条 本会の名誉を著しく傷つけた者、または本会の目的に反する行為が生じた場合は、除名される

ことがある。 

 

第３章 組織 

（役 員）  

第１０条 本会に次の役員および監事を置く。 

 （１）会長     １名 

 （２）副会長    ２名 

 （３）幹事     若干名 

 （４）会計     ２名 

 （５）学年学科役員 若干名 

（６）監事     ２名 

  ２ 本会は必要に応じて本学教職員顧問を置くことができる。 

（選 出） 

第１１条 会長、副会長、会計は、学年学科役員で構成する役員会の互選によるものとし、総会の承諾を

得て決定する。 

 ２ 幹事は学年学科役員の中から会長が指名する。 

  ３ 学年学科役員の選出方法は別に定める。 

  ４ 監事は正会員の中から会長が指名する。 

  ５ 本学教職員顧問は会長が委嘱する。  

（任 務）  

第１２条 会長は本会を代表し会務を処理する。 

 ２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。 

 ３ 幹事は本会の会務を処理する。 

  ４ 会計は本会の会計を処理する。 

  ５ 学年学科役員は本会の事業の実施にあたる。 

  ６ 監事は本会の会計を監査するものとし、他の役員を兼ねることができない。 

  ７ 顧問は会長の諮問に応じ、助言を行うことができる。 

（任 期）  

第１３条 役員および監事の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

 ２ 役員または監事に欠員が生じた場合の後任役員等の任期は、前任者の残任期間とする。  

  ３ その他役員の変更に関し必要な事項は別に定める。 

 

第４章 機関 

（機 関） 



第１４条 本会に次の機関を置く。 

 （１）総会 

 （２）本部会 

 （３）役員会 

 （４）事務局 

（総 会） 

第１５条 総会は会長が招集し議長となる。 

 ２ 総会は毎年１回開催することとし、会長が招集する。ただし必要に応じて臨時総会を開催する

ことができる。  

  ３ 総会は予算、決算および会則の制定・改廃について審議する。 

  ４ 総会での議事は委任状を含め、出席者の過半数をもって決する。 

（本部会） 

第１６条 本部会は会長、副会長および幹事、会計をもって構成し、本会の運営について次に掲げる事項

を審議する。 

 （１）会則の制定改廃に関すること 

 （２）役員および監事の選出に関すること 

 （３）事業の計画および実施に関すること 

 （４）予算および決算に関すること 

 （５）委員会および支部の設置に関すること 

 （６）その他会長が必要と認めた事項 

２ 本部会は必要に応じ会長がこれを招集する。 

３ 本部会の議事は、出席者の過半数をもって決する。 

４ 会長が必要と認めたときは、監査を本部会に出席させ意見を聞くことができる。 

（役員会） 

第１７条 役員会は会長、副会長、幹事、会計および学年学科役員をもって構成し、本会の事業の実施に

あたる。 

  ２ 役員会の議事は出席者の過半数をもって決する。 

  ３ 役員会は原則として年１回以上開催するものとする。ただし必要に応じて随時開催することが

できる。 

４ その他役員会に関し必要な事項は別に定める。 

（事務局） 

第１８条 事務局には正会員および本学教職員より事務局員を配置し、同窓会活動における実務を担う。 

  ２ 事務局には同窓会支援室を置くことができる。 

 

第５章 会計 

（会 計） 

第１９条 本会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年の３月３１日に終わる。 

第２０条 本会の経費は、会費、寄付金およびその他の収入をもってこれに充てる。 



第２１条 本会の収支決算および財産は会計監査を経て総会に報告し、その承認を得る。 

第２２条 その他会計に関し必要な事項は別に定める。 

 

第６章 雑則 

第２３条 この会則に定めるもののほか、本部会の承認を得て別に細則を設けることができる。 

 

 

 

附則 

この会則は、平成１７年３月１４日より施行する。  

附則 

この会則は、平成１８年１０月２１日より施行する。  

附則 

１ この会則は、平成２０年３月１４日より施行する。 

２ 第５条２項の規定にかかわらず、施行日前においてすでに会員である者は、年会費２，０００円を

納入するか、終身会費２０，０００円を一括して納入することができる。  

附則 

この会則は、平成２１年１０月３１日より施行する。  

附則 

この会則は、平成２１年１１月２８日より施行する。  

附則 

この会則は、平成２７年４月１日より施行する。  

附則 

この会則は、平成２９年５月２０日より施行し、平成２９年４月１日より適用する。 


